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H‖‾AC L,Mシリーズ用汎用データベース
管理システムの最近の動向
Recent Trends of HITAC L.M Series DBMS

データベースシステムの概念は昭和40年代の半ばごろに提唱され,それ以後約10

年にわたって実用化が進み,現在では広く一般に普及Lてし､る｡しかも,これまで

は定子甘川勺な事務処理用あるいは‾文献検索用など特定の分野に限られていたか,今後

は更に広い範囲の業務に適用されますます発展する様相を呈している｡

データベースシステムの構成要素は,大容量ディスクなどのハ【ドゥエアのほか

にデータ,業務処理プログラム及びDBMSに分けられる｡データ及び業務処理プロ

グラムは,個々のシステムごとに構築されるべきものであるが,DBMSは汁L用ソフ

トウェア製品として重要な位置を占めると考えられる｡日立製作所は昭和49年にPDM

を提供して以来,顧客ニーズを満たすべく種々のHITAC L,Mシり”ズ用DBMSの

開発と機能拡張を行なってきた｡

本稿ではHITAC L,Mシリーズ用DBMSの種額とその特長,

-スシステムの発展に備えた最近の機能拡張について述べる｡

n 緒 言

コンビュ】タグ)ハードウェアのコストパーフォー【マンスの

向上によって,コンピュータ適用可能業務の位相と量が急速

に拡大Lている｡それに伴い業務処理プログラムの開発の効

率化を達成するため,新規開発システムにはテ【夕べースを

偉人することが多い｡データベースの管王里を標準的に行なう

ソフトウェアであるDBMS(汎用データベース管理システム)

のもつべき機能に対する要求はますます多様化し,またその

信相性に対する要求も厳しし､ものとなっている｡

日立製作所はHITAC用DBMSとして昭和49年にPDM(Prac-

ticalData Manager)を提供して以来,上記の顧客ニーズに

対応すべく各穐の新製品開発や機能拡張を行なってきた｡本

稿では,HITAC L,Mシリーズ用DBMSの種頬とその特長,

及び製品開発の殻近の動向について述べる｡

切 HITAC L,Mシリーズ用DBMSの概要

2.1 開発方針

HITAC L,Mシリー-ズ用DBMSの全体としての開発の方∃汁

は､ニ大のとおりである｡

(1)顧客データベースの多様化に対応できるように,異なっ

たデータモデルに基づし､た校数のDIiMSを提供する｡

(2)業務処理プログラムの開発と保守の効率化を可能にする

ために,豊富な周辺のツールを提供する｡

(3)大量のデータ処理を可能とするために,性能向上を主眼

とした技術開発を継続的に行なう｡

(4)信根性,可用性を向上させるための機能を弓肝究し,その

成果を機能･拡張の形で製品に取り込んでゆく｡

2.2 DBMS及びその主要関連製品

上記の方針に基づき現時点での製品の一覧は,表1に示す

とおりとなっている｡HITAC L,MシリーズのOS(Operati咽

System)は,大別して中～大規模のVOS3(Virtualstorage

Operating System3)系列と小～中規模グ)VOSl系列があり,

及び今後のデータベ
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同表ではそれに従って分類している｡ヂM夕べースは各椎の

多様な情報を秩序正しく幣理して蓄積したものであるから,

データの表現方法及びその整理方法が重要である｡チータを

蝶理して蓄積するためのデータ例の関連づけのプ了法はデ…タ

モデルと呼ばれている｡データモデルの優劣に関しては現在

では確定しておらず,またモデルの椎頼も多いが,次の三つ

に大別される｡

(1)ネットワークモデル

(2)階層モデル

(3)リレーショナルモデル

PDMはネットワークモデルに基づき,データベースの導入

ができるだけ簡単に行なえるように設計されたものであI),

PDMIIはその簡易性を失わず更に機能の拡張を行なったふの

である｡ADM(Adaptable Data Manager)は階層モデルに恭

づき,データコミュニケーション機能(端末からのオンライン

トランザクションを管理する機能)を内蔵した,大規模オンラ

表I H】TAC+,Mシリーズ用DBMS一覧 多様なユーザーニーズ

に対応するため,代表的なデータモデルに基づくDBMSが】是供されているノ

OS

データベースのタイプ
VOSl系列 VOS 3系列

ネットワーク形 PDM-PDM上1 PDM-PDMII

階層形 ADM

リレーショナル形(フラット形) 開発中 開発中

情報検索専用 OR10N

注:f略語説明

VOS(∨･rtUalsto｢age Ope｢∂t-ng System) os(Operating System)

PDM(PracticalData Manager)

ADM(Adaptable Data Manager)

OR10N(0nllne RetrleVer
Oflnformat】0∩)

*
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表2 DBMS周辺ツール一覧 業務処理プログラムの開発の負担を解消

するため,豊富な支援ツール群が提供されている｡

支 援 機 能 製品名
適用されるDBMS

PDM,PDMllADM

エンドユーザー向け検索言語

業務処王里プログラム作成′/

ACE,ACElI し+ 〔)

｢､､CORAL (:)
保守支援システム

データディクショナリノ/

ディレクトリ

部品表管王里用UAP作成支援

(⊃DCT,DRC/ADM

PSR
′′‾､.

■＼J

注:略語説明

ACE(Aval】able Command Language for End Users)

CORAL(Customer Oriented AppllCat10n Program Developm即t Sソ引em)

DCT(Data Diot10nary Management System)

DRC/ADM(Data D什eCtOry Management System.′′ADM)

PSR(Parts Structure RetrleVaり

UAP〔User Ap帥Cat旧n Program(業務処理プログラム)〕

インチータベ【スシステム1rりきに設計された製品である｡リ

レーショナルモテ■/しはその簡易性,柔軟件などの長所のため,

杓釆の発展が期待されている｡日立製作所でも,現在りレ【

ショナルモデルに基づいた製品の開発を進めている｡情報検

索システムは上記分類とは異質であって,本来はデータベー

スの応鞘分野の一つである｡JLかし,情報検索システムでは

処理対象となるデーター昌二か多く,また機能性能面で強力な検

索処理か要求きれるため専用のDBMSが必要となる｡ORION

(Online Retriever
ofInformation)はデータベースの建設が

谷易で,かつ強力な検索機能をもった情報検索専用のDBMS

である｡

また,業務処理フ一口グラムを必要としないORIONを除き,

業務処理プログラムの開発とイ米守の効率化グ〕ための周辺ツ

【ルか,表2にホすとおり提供されている｡ACE(Available
Command Language for End Users)はリレーショナルデータ

ベースの概念に某づいたエンドユ【サー向け検索言語であり,

プログラムを組まずにデータベースのI勺谷を検索できるよう

設計されている｡ACEIIはACEの機能を妃に発腱させたもの

で,ディスプレイ端末を利用L,より芥易にデータベースの

検索かできる｡CORAL(Customer Oriented Application Pro-

gram Development System)は日本語で書いた仕様書をその

ままプログラムに変模したり,その仕様書の佗正を対話形式

で行なうことにより,業務処理プログラムの作成と保守の

効率化を文枝する7し■ログラムである｡DCT(Data Dictionary

Management System)及びDRC/仏DM(Data Directory Man-

agement System/仏DM)は,ADMを使用したオンラインデ【

夕べースシステム全体の管理を行なう｡PSR(Parts Struc-

ture Retrieval)は部品表管理用業務処理プログラムで,よく

仲用される処理をパターン化し,サブル=ナンとしてまとめ

た製品である｡

田 A DM

3.1 特 長

ADMは,二大に述べるようなDBMSとしての特長かある｡

(1)階層モデルを基本として,広範囲なデータベース化に適

用できる多様なデータベース構造と,アクセス機能及び高い

処理能力をもっている｡

(2)DBMSにはOS拡張形のDB/DC(Data Base/Data Com-

munication)統合形,DB･一DC結合形(DB/DCよりもDBとDC

18

の連係がより少ない｡),独立ソフトウェア会社に多いDB＋DC

独立形(DBとDCの連係なし｡)の三つの形があるが,ADMは

DB/DC統合形である｡

(3)ユーザ【のDIi/DCシステムの中核に位置するデータベー

スとして耐えられるRAS(Reliability Availability Service-

ability)機能をもっている｡

3.2 開発の経過

臼寸二製作所は､DB/DCを有機的に結合したDBMSとして

昭和49年8000シリ【ズ版を,続いて昭和51年Mシリーズ版を

開発した｡Mシリ【ズ版ADMのユーザー数はハードウェアの

技術進歩とユーザーのシステム開発の効率化指向に支えられ,

昭和53年ごろから急増し,現在100以【Lの大規模DB/DCシス

テムか建設されている｡

ADMは.製造業の生産管理,自i子i体の窓口サービス,保険

証券システム,銀行の経営管理,流通業の物流管理など,幅

仁こい業柚･業務に適用されている｡

3.3 最近の技術的発展

3.3.1バッチ処理の高速イヒ

j生年,データベースの大容量化に伴い,バッチ処理でグ)高

速化か重要視されてきた｡このたれ 次に述べる方式を開発

Lた｡

(1)バ1ソナ高速シ【ケンシャル検索(QS)方式

QS(Quick Sequential)方式は,データベ【スに対するシー

ケンシャル検索専用の先読みと入力バ､ソファ保持方式により,

表3に示すように,従来方式に対しCPU(中央処理装置)処理

時｢削で約70%,経過時間で約50%の短縮を実現した｡

(2)高速データベース作成(QL)方式

QL(Quick Loading)方式は,作成モード専用のデ【夕べー

ススぺ【ス管理方式の導入と出力バソファの保持方式により,

表3に示すように,従来方式に対しCPU処理時間で約50%,

経過時間で約30%の知縮を実現Lた｡

3.3.2 動的スケジュール方式

従来,複数ク〕業務処理プログラムからのDB共用アクセス時

の排他制御方式として,プログラム開始時にセグメントタイ

プ(階層モデルの構成の最小単位)ごとに行なう方式(大量更新

フ､ログラム向き)と,プログラムからのアクセス要求時にDB

レコード単位で行なう方式(少量更三新プログラム向き)をサポ

ートしていた｡自7J者は,オ【バヘッド及び占有メモリは少な

いか,データベーースの排他範囲が止こく,かつ排他時間が良く,

後者はその逆で当方式がシステムオプションであったため,

向形態のij二占才†三するシステムの構築が難Lかった｡

今L自1開発Lた動的スケジュール方式は,両方式の長所を採

り入れ､ユ【サーの指定により両者のi昆在を可能にしたもの

である｡

表3 バッチ処王里の高速化処‡里時間比重交例 同一のデータベースの

作成及び検索処理で,従来方式と比重交L,大幅な時間短縮を図った｡

＼､機能
＼､

項ご＼＼

従来方式

1---

新 方 式

CPU処理時間 経過時間 CPU処理時間 経過時間

検 索 250 315 77* 】52*

作 成 970 l.260 450… 882**

;主:略語説明など

単位(秒)

*〔os(Q川Ck Sequentiaり方式の効果〕

**〔Q+(0川Ck Loadlng)方式の効果〕

CPU(中央処玉里装置)
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の ADMログ

データベース

∈∃
バックアップ

バック

アップ

データベース

更 新

② 入出力エラー発生

鞠

巨表

③

ト ラ ッ ク

単位 回 復

注:①～③は,処理の順序を示す｡

3.3.3 セカンダリーインデックス(Secondarylndex)機能

本機能は,データベースに対する多種多様の検索要求を満

足させるため,主キー(DBレコードの識別キー)以外の項目に

よる1自二接検索,及び主キー以外の項目のシーケンス順による

検索を可能とするものである｡

3.3.4 データベース回復の高速化

従来のデータベース,及びデータセット対応の回復に加え,

トラック障害用及びボリューム障害用の二つの方式を開発Lた｡

(1)トラック単位回復方式(トラック障害用)

本方式は,入出力エラー情報をADMログに出力し,この情

報をもとに障害回復範囲を日動的に決定し,データベースを

トラック単位に回復するもので,図1に示す運用手順で,大

谷量データベースに対する回復時間のく短縮を周ったもので

ある｡

(2)複数データベースの一括回復方式(ポリユⅦム障害用)

木方式は,磁気ディスクポリユ】ムに障害が発生した場合,

当該ボリュームに含まれる複数のデ【夕べースに対する更新

情報を,ADMログからデータベース順に集積し,一括回復を

行なうものであり,回復処理ジョブ実行回数(磁気テープ操作)

の削ぎ成を[司るものである｡

3.4 今後の課題

安価で高速な人容量記憶装置の開発に支えられ データベ

【ス化の普及は加速されると予想される｡そう
した中で,デ

ータベースの大規模化及び利用範囲の拡大が進み,次に述べ

るような才女術が重要になる｡

(1)データベ【スシステムの高信頼化

ADMではデータベース回復の高速化を図るために,種々の

障害タイ7づに応じた回復技法を開発してきたが,今後は障害

発生から回復までの一連の機能を体系的に整備し,その操作

を自動化すること,更に大容量のDBの部分的な閉そく及び回

復が必要と巧▲えられる｡

(2)複数ADM間でのデータベース共用

データベースのアクセス管理を,個々のADMで行なってい

るため,複数のADM間でのデMタベース更新処理を含めたデ

ータベースの共用制御ができない｡今後はオンライ
ンーバッ

チ,複数オンライン間など,種々の形態でのデータベース共

用のこ一ズが高まると予想される｡その場合の問題は,惟能

●入出力エラーの発生

したトラックに,

交代トラックを割り

当てる｡

●入出力エラーの発生

した部分を回復する｡

図lトラック単位回復

運用手順 ADMログ中の

入出力エラー情報とバックア

ップによりデータベースの部

分回復を行なう｡

低下を殻小にし実片=二耐えられる制御処理技術と,各椎の共

間タイプ間での統一的サポート方式の開発である｡

B PDM及びPDMII

4.1 特 長

PDM及びPDMIIは,｢ト規模システムでのDB/DCシステム

を実現するために開発Lたデータベースマネジメントシステ

ムであり,ニ火の特長がある(図2)｡

(1)ネットワークモデルを主体とLたデータベースシステム

(2)VOSl-SやVOSlのもとでのDB/DCシステムの実現

更に,PDMIIには沫この特長がある｡

(3)DCCM(Data CommunicationControIManager)やIPPF

(Interactive Programming and
Processing Facility)と接続

することによる,バッチ,オンライン,対話など,多様な環

境でのデータベ【ス共絹と強力な障害回復機能

4.2 開発経過

PDMは昭和49年にリリーズして以来,数多くのユーザーに

使用され,中規模システムでのオンラインデータベⅦスシ

ステムは,TMS(Transaction Management System)やTCS

(Transaction ControISystem)などのオンラインコントロー

ルプログラムとPDMとを組み合わせることにより実現してい

た｡しかし,この方式ではプログラミングのユーザー負担が

大きく,システム拡張が難しいなどの問題があり,中規模シ

ステムでのDB/DCシステムの開発が期待されていた.っ

このような背景のもとに,PDMを大幅に機能拡張したPDMII

を開発し,昭和55年4月にリリーズした｡PDMIIは既に120

社を超えるユーザーで使用されており,りり”ズ以来主に運

用面での改善を図って現れ三に至っている｡

4.3 最近の技術的発展

4.3.1マルチパーティション方式

バッチ,オンライン,対話など多様な環境でデータベ【ス

が共用できるように,PDMIIと業務処理プログラムとがそれ

ぞれ独立したパーティションで実行する,マルチパーティシ

ョン方式を開発した｡

本方式ではPDMIIの中に複数のデータベース処理タスクを

待機させ,各業務処理プログラムではPDMII内のデータベー

ス処理タスクと連絡をとりながら,データの受渡しを行なう｡
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オンライン

端 末

D C C M

バッチ業務処理プログラム

Ⅰ
P D MIl

‡
デ ー タ ベ ー

ス

商 品

(
伝 票

伝 票

(

｢冨回
([互司

‡

対話端末

lP P F

注:略語説明 DCCM(Data Co汀Imunication Contro=Manager),PDMll(Practjca=〕ala ManagerII)

lPP吋nteractive Programminga〔d ProcessingFac‖巾)

木方式では通常のデ【タ操作を行なう同期処理のほかに,オ

ペレータからの強制停止などの非同期処王里が発生する｡.二の

技術的な問題は,同期連絡ル【トと非同期連絡ルートの二つ

の連絡ルートを設けることにより対処Lた｡

4.3.2 レコードレベルの排他制御

応答時間の宕巨編を目的として,業務処理プログラムからア

クセスしたレコードだけをホールドする,レコードレベルの

排他制御方式を開発した｡本方式は,これまでのデーータセッ

トレベルの排他制御方式に比べて資喉競fナの発生を低く抑え

ることができるが,テ∴ソドロック発生検知やデータベース上

の管理レコードの扱いなどグ)技術的関越があった｡特に,管

理レコードは各業務処王里プログラムから共通にアクセスされ

るため,レコ】ドホールドグ)対象から除外L,データベース

凶復処巧lに工夫を凝らすことによって対処した.=.

4.3.3 データベース高速ロード

ネットワMク構造のテ【夕べースでは,一つのレコードか

多数のレコードによって結ばれているため,データベースの

作成や再編成に良時間を要する｡そこで,分鴨方式を駆使し

てデータベースに格納すべき仝レコードをまとめて処理する

ことにより,データベースに対する入出力動作の回数を大幅

に削減させ,データベースの作成や再編成処理の高速化を実

現した｡本方式では従来の方式に比べ,経過時間で2～5倍

の高性能を実現した｡

4.4 今後の課題

PDMIIは,比較的小規模なユ【サーから比較的大規模なユ

【サーまで幅広く使用されている｡二れらのユーザー層から

の多様なニーズに対応するためには,ニ欠に述べるような技術

の開発か必要である｡

(1)データ才集作の効率化や多様なデ…タ構造への対応を目的

とした,索引技術の開発

(2)データベースシステムの運用面を考慮した,運用支援機

能の開発
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区12 PDMIIと関三重ソフ

トウェア PDM11は,

DCCM下のオンライン処王里.

バッチ業務処理.】PPF下の対

話処理など,種々の‡藁噴から

のテ【夕べースき桑作要求を一

括管王里し,ネットワーク構造の

データベース処理を実現する｢

■】 OR10N

5.1 特 長

ORIONは,情報検索寺川のDBMSであり,文献データや

数値デ】タを効率良く蓄積し,対話的に検索できる｡また,

検索コマンドが体系化されており,かつ機能が豊富なため,

検索処理にあまり慣れていない初心者から十分に精通したベ

テランまで,使用できるシステムである｡‾変に,運用何でも,

デーー一夕の特性を生かすためのデータ定義機能,機密保護機能

ノ女びシステム管理機能が整備されている｡

5.2 開発経過

ORIONは,昭和54年12月にバージョン1をリリーーズ後,各

仲機能追加を実施しており､なかでも日本語デ【タも耳及える

ORIONiシ‡`子二支援は,昭和56年6月にバージョン1をリリース

!ノ,硯7卜,大学,研究所,図書館,官庁をはじめ民l胡J企業を

含む30以トグ)ユーザーで便絹されている｡

5.3 最近の技術的発展

最近の舷も大きな技術的ヲ邑ノ建は,漢字のサポートに関する

ものである_〕ORIONi･うき宇土技では,既存の英数′与二･Hイ反名デ

ータにJJ【1えて,i英字デⅥタをオプションサポートすることに

より,テ【夕べースグ〕拡張性を高めてし-る｡本システムでの

サポート項目を表4に示す｡以下,サボーート項目の詳細につ

いて述べる.｡

(1)[l本譜メッセージサボーート

通常のフし〉ログラムではメッセージをプログラム中に保持し

ているが,本システムでは独立ファイルに保持しており,ユ

ーザーがメッセーン順二IEを容易に行なえる｡

(a)プログラム起動時にメッセージファイルを切り替える｡

(b) メッセージ巾の可変部分については,従来どおりの英･

数ノ‾Fとし,i莫字とのi比fナ形式とした｡

(2)データ定義及びデータベース作成更新機能に対する漢字

サポート



HlTAC L,Mシリーズ用汎用データベース管理システムの最近の動向 333

コマンドを入力Lて下さい｡
(下線部分はユーザー入力)

3/LOOK ジョウホウ*

ぺ言=…---･･▼･==…=----(た毒諾詫言砦.まるトワ‾ド)
項目 ターム

A 52 ジョウホウカンIj 情報管王空
白 12 ショウホウケンサク 情報検索

前方一致検索でのタームのおわりです｡
タグあるいはコマンドを入力Lて下さいゃ

3但
12件で検索結果集合3を作成｡
タグあるいはコマンドを入力Lて下さい｡

4伍1逃し旦u坦蔓蔓_...AND3

4件で検索結果集合4を作成｡

5/DISPJAY MNO,MTIFOR ALLく三-…叩･

項目1

2.マニュアル番号
3.マニュアル名

(雲豊富き誓晋票決三ご票譜姦｡)

(蒜昌害謂票も言三ユアル名を)
8090-6-501

VOS3情報検索システム OR10N概説

表4 0R10N漢字支援のサポート項目 片仮名入力による検索と漢字

による表示,漢字入力による検索及び編集出力に大別される豊富な機能がある｡

機能分粒 サ ポ ー ト 項 目

日本語メッセージ 検索中のメッセージを日本語で表示

)実字フィールドノ喜副生,出力時見出し.ユーザ】定義メ

データ定義機能

及びデータ/く-ス

作成更新機能

ッセージの指定

片仮名7実字対応づけ検索用キ【ワードの抽出

)実字キーワードの抽出とリスト表示

入力(漢字を含む)データ.片仮名)実字キーワ【ドのリ

スト表示

片仮名フ実字対応づけ検索,検索結果の表示

椎 索 機
能｢‾高二こドによる検索,〉実字による順一欠模索

漢字フィールド値による分莫頁.漢字フィールドの編集

出力

(a)ユーザーか洪ノ‾トを.臥哉Lなくてもよいように,テ【タ

従義ステートメントはすべて‾妊数′i･∴け仙名で指定L,‾イニ

システムがユ〉｢サー指左により拙`i･二′/EBCDIKコーーード開始

機能キャラクタ(2バイトコードと1

えるもの)を什ノJ11Lている｢､.

(b)iうさノj･二関係の指う上はすべてオフシ

より従来かごっ利用されている炎数′j`ニ

スとの彗た(}一l■rt三を胤1息Lた｡二れによ

バイトコードを切り件

ヨ ン耳=]とし,二れに

･f1.‾仙界し7‾)テ■‥夕べー

i)､ユーーサ【はi火′j一ニテ

ータベ=スに芥払に格付できる｡

(3)検☆三傑能に対するiう王手サボl-ト

検索セションの例を区13にホす｡

(a)lt本譜デーータを検二女するために,i▲)‡ノjンニキーーーワーーートをl什

接入ノJするノノ式と片仙名入力によるいJTl二輿ノj･二言7f▲去ホノJ上((二

れをけ似一缶壮ノjナ:対J芯づけ検索と呼_三ごく｢)とをサホーートLた｡

二れにより,月詣末にi洪′〕'ニキ‥ポー1ドかあ一-ノてもなくても,

ユーザーは検索できる〔

(b)iウミキ二による検索条件でiウモノj′エフトーールド小を′ヒナさする機

能の十夫_呪に当たり,従来の英′卜丈二主二をラ‡大‾丈丁に盤根する

処∫L一旦をスキリブL,かつiシきざナニチータ部分の2バイト単位処

理によりサホー卜した｡､二れにより､ユーーサーーはi肘う'二を特

別に志ミ識せずに､二れまでの姓数チj･:･け似名鞘データベー

スの検索と同様に検索できる､つ

図3 0R10N)莫字支援による

検索セションの例 LOOKコマ

ンドによる片仮名;英字対応づけ検索

を利用L,マニュアル情報を格納L

たデータベースから情報検索関係の

マニュアルを簡単に検索L,検索結

果を表示できる｡

(C)仰ご身壬泉た一難の去′Jミについて,拙二;･二端末･とi一灯i･:フ■リングで

は,EBCDIKコードと粁‾j･:コ･-ドの処理モ【卜切り件えグ)

仕様か異なノーノているか,本システムで二♂‾)7亡三共を槻収L,

ユーザーーかハードウェア♂叶1二村…上の芹:異を止.搬Lないよう

に枇舷Lた｡

以_Lのノブン〔により,細心布かJ〕熱糾描-まで似いやすいシステ

ムをジミー呪したこ_)

5.4 今後の課題

(1)オンライン出所

臼1こ.i洋子一夕処舛で,J端末かご〕丁怖にデータベースグ〕如糾

チータを人力できることが毛賀である.｡TSS(Time Shari咽

System)‾卜での即時史新は無稚とLても,キュ=イン グに･よ

るj蛙ノ延‾む新ノナJ二℃｢こ･1の亡夫〕九を横丁汁する｡,

(2)什似れi･ウモノト盤根による検身壬

J弧状では､iウ‡寸ニキーボードのない古J=ミか布/】二する.-_､1こ井i卜一

については,純々シ〕分1打のデータベースに刈一するけイ.才女名i【ン土′ト

餐枚辞詩作成の現実′lう三,/女びシソ【ラス㌧さ■とのヤた†汁lミグ川り呈出

を;ナ･めて検i付する｡

(3)L_1本;言行丈かノJク)キー｢7-ドトニ1動袖山

【l本訴丈のイ清文解析,似†ナ語分1礼 イく要語群‾,‾】†二などの目り拙

を含ふ,高性な托術を必繋とする｡硯/1二研ノ先f別館であり,↑

姥情報検卓壬の分町に脱ノ)ず,徐々に技術を高める必要かある_-.

1司 結 言

HITAC L,Mシリース､のDBMS祭主.i占の位‾;i一'一二づけと姑近の

柁子仰謂発動Ih=二ついて述べた｡｢りく語,卜対ナ｢ラ,[1州象など/ト子妾

グ)コン ヒュー一夕の新しい適用分町を含めて,テ‾一夕ヘー乙シ

ステムの托術はノト後のコンヒューータンステムク)一つ♂川圭子斑比

和となると名■えごフれ,イこ帖で論じたモ巨望古Jl及び､小手水のり レー･一シ

ョ十ルDBMSについては不断♂)別けEと開発を糸山ナて=+きたい

とぢ‾えている′__.

参考文献

1.)仙村:テーータヘーースシステム･ツ‾)一帖催,オーム祉(LJfほ4-5)

※､)シソーーラス:帖幸lま傾≠壬システムジノキーワード統制を打ち■しゝ 仰ヰ三村+

J空(納言れなく,知ミ駄なく検☆壬できる度fぐ)をl■′り卜するた〆)ゾ)粍能
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論文
けぶ

直接帰還形2モジュラスプリスケラの提案

日立製作所 山下喜市

電子通信学会誌+64C-8,507～508(昭56-8)

最近,口軌車電話やテレビジョン′受像機

などのディジタル選局に用いるUHF滞の2

モジュラス7■‾リスケラの開発が進められて

いる｡現瓜 この種のブリスケラの動作速

度は実用レベルで650MHzが嵩高であるが,

開発レベルではプロセスの改良により1GHz

で動作するものが報告されている｡しかし,

70ロセスの改良による高速化には限界があ

l),また,実用的な観1与二からは,素--f一性能

を最大限に生かす論理構成上の工夫による

高速化の試みが望まLい｡

本論文では,二の観点から論理構成の向

よりプリスケラの高速化について検討を行

ない,従来よりも高速で動作できる両接帰

還形と称する所Lい論.曙構成法を提案して

いる｡二の方式は.従来,高速化を切げて

し､る要因であった分同数切替えのためのゲ

ートを介さず,最終f貨グ)フ■トノ7rフロソ7し

の出力を初f呈のフリッブフロップに直接帰

還し,最終段をオン,オフさせて分間動作

と分同数切替えをそfなうことを特徴として

いる｡二の論理構成では,プIjスケラの動

作速度はフリップフロップの速度にほぼ等

し〈なるため,原理__L,最も高速で動作す

るプリスケラが得られることになる｡

いま,フリッププロ､ノブ及び分同数切替

え用ゲートの遅延時間をそれぞれ年F,㌔,

また､直接帰還形及び従来形論理構成での

動作限界周波数をそれぞれ

Jm｡小川,Jm｡エIc….とすれば,

1

Jm･▲小伽=瓦‾

よって

/巾U∫け….

如竺
Jm｡JIco打王一

1

2(年F＋㌔)

=1十て4/年F

となる｡二二で,中F/㌔はフリソフ､プロッ

プの風圧時間のゲート換算段数をホす.｡実

際の高速フlトソプフロソプでは,その遅速

時間がゲⅧ卜の1～1.5f立分になるように

構成できるので,上J(から直接帰還形のプ

リスケラは従来形のものよりも1.7～2倍

の速度で動作することになる｡

次に,直接帰還形論手堅構成法のプIjスケ

ラがフリップフロップとほほ､同じ動作速度

をもつことを実証するために行なった実験

結果について述べている｡実験では,ICに

フェアチャイルド社の高速フリップフロッ

プ11CO6を用い,分同数を4及び5に選ん

でいる｡最初に,動作限界を調べるために

正弓玄波クロ､ソタイ.‾-i号に直流バイアス電圧を

重畳させ,最適化した｡この状態での動作

限界周波数は785MHzであった｡次に,向

じ条件下で各々のフリップフロップのトグ

ル限界周波数を求めたが,その最低の動作

周波数は785MHzであった｡これから,プ

リスケラがフリップフロソプと同じ速度で

動作することを実験的にも実証できたこと

になる｡最後に,これらの成果を基に1GHz

以上で動作する分間数64,65の直接哺還形

プリスケラMSIを開発したことに言及して

いる｡

磁気テープ装置のごみ障害について

日立製作所 小島東作･鈴木喜久･他2名

電子通信学会論文誌+64-C,530～536(昭56-9)

電子計算機システムの外部記憶装置であ

る磁気テープ装置の記録密度は現在,6,250

bpiのものが実用化されている｡ここで.

GCR(Group Coded Recording)という,

2トラックエラーまで読取り時にエラー佗

正できるような誤り帽止方式をもつ変調方

式I子より,二のような高記録密度を実現し

てし､る｡

しかし,6,250bpi装置では,磁気ヘッド

と磁～毛テープとの間隔(スペーシングd)に

数分の一マイクロメートルの変化があって

も,その情報信頼度に影響する｡

この論文では,従束.数量的に明確でな

かったごみとドロップアウトの関連を調べ

るため,ドロップアウトの発生モデル式を

求め,へ･ソド流入ごみの粒度累積分布の実

験式と比較し検討した｡その結私 案装置

でのドロップアウトの数犯とスペーシング

dの関係が次式のように表わせることが分

かった｡

犯=C(d｡/d)3

ここに C:定数

do:准準スペ【シング

また,ヘッド流人ごみの粒度累積分布を求

めた結果,ごみの大ききをβ,基準のごみ

の大きさをβ0,方を定数とし,ヘッド流入

ごみの積算粒了･数を〃とすると,次式のよ

うになった｡

Ⅳ=∬(β｡/β)3

これから,ヘッド流人ごみはごみの大き

さの三乗に反比例することとなり,トロ､ノ

プアウトがスペ【シングの二乗に反比例す

るという最初の式と全く同じ形で表わされ,

この相似性は,トロップアウトの主原因が

ごみであることを示唆している｡また,ご

みの評価法についても提案している｡

6,250bpi装置では,1トラックと2トラ

ックエラー憺正枝能をもってし､るが,1ト

ラックエラーも使用経過とともに,多トラ

ックエラーに移行L,信相性の低下が促進

される場合も考えられ,二のようなエラー

修正だけでは完全でない｡また,テープク

リーナなどのクリーニング装置だけでも,

ごみを完全に取り除くことはできない｡し

たがって,ごみの主発生源であると判明し

たテープ摺動板を本質的に改良することが

必要となる｡そこで,ガラス土粒径50～70J仙

で,粒径のばらつきの少ない,ち密に配列

されたテープ摺動板を実用化し､ドロップ

アウトを低減できることを確認した｡また,

次にごみ発生の多い固定ポストに対して,

テープ摺動材を試作し,低摩権化すること

により,ごみの発生を少な〈することを試

みた｡すなわち,円筒面に80J皿の光ファイ

バを軸方向に整列し,固着させた固定ポス

トにすることにより,滑らかな大きい円筒

面の合成を形成したものは,放めて凹凸の

少ない滑らかなステンレス固定ポストに比

べ,低摩擦であることを確認した｡

以上により,ドロップアウトの発生主原

因はごみであり,ごみ障害の発生機構を明

らかにし,更に障害低減の方策として,有

用なテープ摺動材を見いだした｡
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